
税
関
職
員
服
制
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

税
関
職
員
服
制
（
昭
和
四
十
四
年
大
蔵
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表^

男
子名

称

摘

要

帽 制

地

質

濃
紺
色
の
毛
織
物
、
化
学
繊
維
織
物
又
は
こ
れ
ら
の
混
紡
織
物
と
す
る
。

製

式

円
形
と
し
、
前
ひ
さ
し
は
黒
色
、
前
あ
ご
ひ
も
は
銀
色
、
後
ろ
あ
ご
ひ
も
は
黒

色
と
す
る
。

あ
ご
ひ
も
の
両
端
は
、
帽
の
両
側
に
お
い
て
、
桜
花
入
り
の
金
属
製
い
ぶ
し
銀

色
ボ
タ
ン
各
一
個
で
留
め
る
。

帽
子
の
後
ろ
中
心
部
分
に
後
ろ
あ
ご
ひ
も
用
の
フ
ッ
ク
を
付
け
る
。

マ
チ
部
分
は
、
メ
ッ
シ
ュ
と
す
る
。

形
状
は
、
図
の
と
お
り
。

前

章

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
の
銀
色
の
「
関
」
の
字
及
び
桜
花
を
、
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
の

銀
色
の
桜
の
葉
五
枚
で
抱
き
合
わ
せ
る
。

台
地
は
、
黒
色
の
織
物
と
す
る
。

形
状
及
び
寸
法
は
、
図
の
と
お
り
。

衣 上 服 冬

地

質

制
帽
に
同
じ
。

製

式

シ
ン
グ
ル
前
背
広
型
折
り
え
り
式
と
し
、
前
面
に
は
、
中
心
に
桜
花
を
配
し
た

い
ぶ
し
銀
色
の
金
属
製
ボ
タ
ン
三
個
を
一
行
に
付
け
る
。

左
上
部
に
は
、
箱
型
ポ
ケ
ッ
ト
を
一
個
付
け
る
。

左
右
の
下
部
に
は
、
フ
ラ
ッ
プ
付
ポ
ケ
ッ
ト
を
各
一
個
付
け
る
。

両
肩
に
地
質
と
同
色
の
肩
章
を
付
け
、
中
心
に
桜
花
を
配
し
た
い
ぶ
し
銀
色
の

金
属
製
ボ
タ
ン
各
一
個
で
留
め
る
。

右
袖
に
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
製
の
袖
章
を
付
け
る
。

後
面
の
す
そ
の
両
端
に
ベ
ン
ト
を
入
れ
る
。

箱
型
ポ
ケ
ッ
ト
上
部
に
、
は
と
め
二
個
を
開
け
る
。

形
状
は
、
図
の
と
お
り
。

ン ボ ズ 服 冬

地

質

制
帽
に
同
じ
。

製

式

長
ズ
ボ
ン
と
し
、
す
そ
は
シ
ン
グ
ル
と
す
る
。

前
面
に
は
、
中
央
部
に
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
、
腰
部
に
ひ
だ
二
条
と
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー

を
付
け
る
。

両
面
に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
を
、
左
右
後
方
に
は
、
フ
ラ
ッ
プ
付
ポ
ケ
ッ
ト
を
各
一

個
付
け
る
。
フ
ラ
ッ
プ
は
、
地
質
と
同
色
の
ボ
タ
ン
各
一
個
で
留
め
る
。

形
状
は
、
図
の
と
お
り
。

平成™™年›月˜日 木曜日 (号外第�—号)官 報

第
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る

法
律
」
を
「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
に

改
め
る
。

第
十
七
条
の
七
第
二
項
中
「
ア
ラ
ビ
ア
数
字
」
の
下
に

「
又
は
車
両
番
号
の
う
ち
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則（
昭

和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
七
十
四
号
）
第
三
十
六
条
の
十

七
第
一
項
第
四
号
若
し
く
は
第
三
十
六
条
の
十
八
第
一
項

第
三
号
に
規
定
す
る
四
け
た
以
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
」
を

加
え
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
中
「
附
与
」
を
「
付
与
」
に
改

め
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
二
備
考
１
及
び
別
記
第
二
十

八
号
様
式
の
二
の
二
備
考
１
中「

社
債
等
の
振
替
に
関
す

る
法
律
」

を「
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」

に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
三
そ
の
一
備
考
２
中「

自
動

車
登
録
番
号
」

の
次
に「

又
は
車
両
番
号
」

を
加
え
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
四
そ
の
一
及
び
備
考
３
並
び

に
別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
五
そ
の
一
中「

自
動
車
登
録

番
号
」

の
次
に「

又
は
車
両
番
号
」

を
加
え
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
六
そ
の
一
中「
自
動
車
登
録

番
号
」

の
次
に「

又
は
車
両
番
号
」

を
加
え
、
同
様
式
そ

の
二
中「

自
動
車
登
録
番
号
」

の
次
に「

又
は
車
両
番
号
」

を
加
え
、
同
様
式
そ
の
二
備
考
１
中「

ア
ラ
ビ
ア
数
字
」

の
次
に「

又
は
車
両
番
号
の
う
ち
道
路
運
送
車
両
法
施
行

規
則
（
昭
和
2
6年
運
輸
省
令
第
7
4号
）
第
3
6条
の
1
7第
１

項
第
４
号
若
し
く
は
第
3
6条
の
1
8第
１
項
第
３
号
に
規
定

す
る
４
け
た
以
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
」

を
加
え
、
同
様
式

そ
の
二
備
考
２
及
び
備
考
３
中「

自
動
車
登
録
番
号
」

の

次
に「
又
は
車
両
番
号
」

を
加
え
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
の
十
二
そ
の
一
備
考
１
中「

ア

ラ
ビ
ア
数
字
」

の
次
に「

又
は
車
両
番
号
の
う
ち
道
路
運

送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
2
6年
運
輸
省
令
第
7
4号
）
第

3
6条
の
1
7第
１
項
第
４
号
若
し
く
は
第
3
6条
の
1
8第
１
項

第
３
号
に
規
定
す
る
４
け
た
以
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
」

を

加
え
、
同
様
式
そ
の
一
別
紙
そ
の
２
]
、
備
考
３
及
び
備

考
４
中「

自
動
車
登
録
番
号
」

の
次
に「

又
は
車
両
番
号
」

を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２

こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
公
職
選
挙
法
施

行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
そ
の

期
日
を
公
示
さ
れ
又
は
告
示
さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
適

用
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
に
そ
の
期

日
を
公
示
さ
れ
又
は
告
示
さ
れ
た
選
挙
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
総
務
省
令
第
四
十
一
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
四
十

八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
号
並
び
に
公
職
選
挙

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十

条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
百
九
条
の
四
第
五

項
及
び
第
百
四
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
職
選
挙
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
二
年
四
月
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

公
職
選
挙
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

公
職
選
挙
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
総
理
府
令
第

十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
四
及
び
第
十
六
条
中
「
市
町
村
の
合
併
の

特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
立
保
養
所
）

第
十
六
条
の
二

令
第
五
十
条
第
一
項
（
地
方
自
治
法
施

行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
若
し
く
は
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十

七
年
政
令
第
五
十
五
号
）
に
お
い
て
こ
れ
を
準
用
し
、

又
は
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
こ
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十

二
号
）
第
百
四
十
九
条
に
規
定
す
る
国
立
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
内
部
組
織
の
う
ち
総
務

省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平

成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
第
六
百
四
十
九
条

の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
国
立
保
養
所
と
す
る
。

第
十
七
条
中「（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）」を
削

り
、「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
七
年
政
令
第
五
十
五
号
）」を
「
市
町
村
の
合
併

の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
改
め
、「（
昭
和
二
十

三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）」
を
削
る
。

〇
財
務
省
令
第
二
十
八
号

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
百
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
税
関
職
員
服
制
（
昭
和
四
十

四
年
大
蔵
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

財
務
大
臣

菅

人

˜—
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